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猶

：

の

满

認

に

地

位

か

ら

め

靈

、
土
地
永
代 

實
I

脉
1

物
栽
培
と
の
禁
制
の̂

^
等
を
通
じ
て
、
農
民
欠
對
し
て
も
平
等0
地
位
を
興
へ
た
。
か
く
し
て
明
治
維
持
は
封
建
的
束
縛 

を
打
職
す
る
匕
と
に
ょ
つ
て
我
國
資
本
主
義
へ
の
道
を
^
い
龙
も
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
指
導
的
要
素
で
あ
つ
た
商
薩
本
•
高
利
貸 

资
本
は 

一
M
it
於
て
は
近
代
g

K
ホ

•
淹
業
资
本
4
も
'て
.確
並
す
る
爲
.め
に
、.叉
：ー
面
に
於
て
竑
、
日
本
自
身
.が
世
界
市
場
形
成
の
最
後

0
.
1

環
と
し
て
*
旣
杧
帝
國
生
義
的
段
階
に
達
：し.て
.ゐ
た
先
進
資
，本

生

義

國

.の

.收
奪
侵
略
の
對
象
で
あ
り"
植
民
地
化
の
危
機
に
臨
ん. 

e
ゐ
た
こ
と
.の
爲
め
に
"
特
：に
«
.ヵ
な
.る
原
始
的
籍
植
：を_
備
し
尨
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ̂

0

.
こ
X
に
我
國
資
本
主
義
の
發
展
に
對
す 

.
S念
激
な
.保
護
肋
成
の
必
然
性
が
布
し
た
の
で
あ
る
。
從
っ
•て
農
民
は
維
新
.
©變
ょ
つ
て
封
建
的
束
縛
か
ら
：

1

應
解
放
さ
れ
た
。 

け
れ
共
直
ち
に
そ
れ
等
の
原
始
的
蒂
稹
の
對
象
と
し
て
.利
用
さ
れ
ざ
る
怒
得&
か
つ
た
の
で
あ
る0.

へ 

':

.

ご
•の
膜
始
的
蓄
稹
の
强
行
は
一
方.に
於
て
都
市

r

3

業
_

の
翁
激
な
發
膜
を
伴
ふ
と#

S

、
他
方
に
於
て
はi

に
於
け
る
封 

.建
的
生
產
關
係
を
裕
續
し
、
更

に

證

的

小

作

關

場

纖

大

苒

坐

產
1>
'

た
。
、
從

0

て
明
治
維
新
比
ょ
つ
て
窗
ら
さ
れ
た
土
地
永
代
寶
貿 

c t
)

i

を
初
め
と
ず
る
幾
多
の
封©

i

rI
H

]

®の
i

と
^

代
的
.土
地
所
有
の
確
認i

は
，
j
資
本

^

_
的
砠
產
胄
カ
の
完
垒
杈»

®
、 

i

追
農
民
の
封
建
的
支
配
か
ら
の
解
放
へ0

稹
杆
と
し
て
役
割
を
演
ず
る
を
の
セ
は
な
-か
つ
た
タ
即
ち
從
來
農
均
が
土
地
ゆ
對
し
て 

肴
し
て
ゐ
た
も

.の

.が
_

恨
權
に
過
ぎ
ず
、

.

所
謂
地
：主

.と
稱
ず
る
も
の'は
唯5

-

間
的
搾
取
を
禅
す
る
；に
過
ぎ
な
■か
つ

た

の
で
あ
る
が
、
..封 

建
的
勢
カ
：の.餅
鐵
と
共

'に1

般
に
耕
作
權
は
土
地
所
有
權
に
發

.

展
し
た
。

(

け
れ
共

.一
方
從
來
土
地
に
對
す
る
永
續
的̂
有
事
寧
に
茲
い. 

て
用
益
釔
な
し
得
た
永
小
作
人'、「

1
地
兩
主」

の
土
地
所
有
繃
係
の
：下
に
於
け1奋
現
實

.の
#

作
者
、
乃
至
は
永
小
作
容
た
る
法
律
上
の 

權
原
を
有
し
；で
ゐ
だ
も0

は
、
或
ひ
は
ー
：娵
兩
主
：の
所̂

§

^

?:
:

否
定
し
て
そ

0
分

^

§

土
地

1
^

權
を
剝
趦
さ
れ
、
或
ひ
は
現
實
の 

永
&

者
.の
’永

小

傷

を
_

さ
松

^

通
常

.の
*

^

人
^

瞭
ず
爷
に

_

づ
た

6〕

|

6

か
，\

^
セ

土

地

馨

撤

の

_

認
辕
券
の
交
付
に 

£

づ
七
您
ざ
：れ
、
そ
の
法
律
化
の
具
體
的
内
容
は
土
地
永
代
賣
賈
禁
止
の
解
除

(

明

治

五

年

一

1

月
十
五
日)

、
土
地
細
分
の
制
限
撤
去

(

八 

.华
艽
禮
八
民
フ
匕
地
百
坪
以.ア

矶

變

賢

差

誑)

等

<?
:
歆

0

て

表

：は

れ

苓

に

：
至

づ

'た
^

で
.あ 

f

_

(

馨

に

對

す

る

商
|

^

本
<

氣
1

资
本
の
寖
蝕
を
肋
成
ず
备
も..の
ヤ
あ

...つ
だ
。
フ
く

加
舉
が
當
時
餽
{€
餺
度
ー
に
蓄
積
さ
_

0ダ

鈔
.つ
た
、
へ
商
業
赘
本
'の
農
^

^
校
ょ
る1

我

隣

豪
^ .
龄
げ
荟

#

娥
盼
舊
ば
^ .

:

い
；て

/

.
こ

，：;
'
'
，

..
'

^

...C

四
減
五)

'
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;灣
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我
s

業
に
於
.け
る
封
超
的
性
質
：
§

い
て 

八
八
.

S

四
六)

Jh
i

b
て
©
宛
さ
れ
た

も
の
で

あ
つ

た
I

‘
又
資
本
主
義
の
急.速
な
發
達
.の
：
爲

め

.に
農
村
を
犠
牲
と
す
る
原
始
的

蓄
積

が
强

行
さ
气 

ね
ば
f

な
か
つ
た
と
と
を
見
れ
ば
明
ら
か
.でI

O

.從
つ
て
.こ
，の
他
の
諸

9々

の
で
あ
つ
た
が
、
結
局
商
業
資
本
、
，高
利
貸
資
本

Q

收
奪
の
對
象
と
し
て
利
用
さ
れ
衾
姿
つ
た

a

農

業

晶

し
.て
.認
め
ら
化
た
營 

業
0'
,自
由
は
、

'
. 

- 

ノ

一
、
耕
作
物
に
對
す
る
從
來
の
制
限
を
撤
去
し.て
有
利
と
思
ふ
如
何^.
'
る
作
物
を
如
何
な.る
土
地
：に
栽
培
す
る
も
之
を
自
曲
と
な
し 

た
こ
と
.

(

明
治
四
牢
四
月
、
田
園
作
物
の
制
腿
を
解
き
鉻
唪
漆
•茶
の
栽
培
を
許
すo)

：

. .

. 

：

，

■ 

ニ
、
農
產
品
の
用
途
に
對
す.る
制
限
の
：撤

去(

五
年
十
月
七
日
、-米
*
|
及̂
び
雜
鐵
に
て
油
製
造
差
許

)

. 

.

-
.三
' 
穀
物
爽
他
の
輸
出
入
の
自
出

(

六
年
六
月
十
七
日.

)

0(

註
四
>
'
.
.
.

:

:

-:
.

等
に
要
約
す
.る

こ

衾

：出
^
る
_
oこ
れ
等
の「

農
業
解
放」

は
農
業
に
：於
け.
'
I本
主
義
的
生
產
關
係
の
發
達
へ
の
契
機
と
な
つ
た
も 

の
で
.あ
る
が
、
そ
れ
に.も
拘
ら
ず
明
治
維
新
が
、
開

證

後

急

激.に
發
展
し
た
が
確
保
た.る
勢
.ヵ
を
有
す
る
に
至
ら
な.か
つ
た
商
業
資
k 

を
指
^
的
耍
素
と
し
て
'
高
度
i

達
し
た
外
國
資
本
の
職
迫
の.下
に
行
は
れ
た
結
梁
，
維
新
の
變
革
に
伴
ふ
土
地
改
革
の
進
歩
的
內 

容

は

著

，し
く
不
徹
底
の
も
の
で
あ
り
、
：
從

づ

て

こ

れ

等

の

「

農

業

解

放

」

'
は
資
本
主
義
發
達
に
於
け
る
端
緖
的

原

始

駿

階

た
る

商
業 

資
本
に
適
.靡
す
べ
く
改
め
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
つ
た0.
殊
に
そ
の
.限
り
に
於
.て
.の
年
封
建
的
生
產
關
係
の
殘
#
は
現
物
地
代
を
徵 

收
す
る
封
建
的
捧
取
關
係
を.持
續
す
る
こ
I

よ
つ
で
、.過
小
經
營
S

大

し

、大地主による土地集中にも拘はず資本
 

主
義
的
經
營
の
逸
歩
を

(

殊
に
本
來
の
農
業部

！：

に
於
て
は〕

著
.し
く
阻
害
.1
.た
0
:從
つ
.て
.
.

「

水
田
、
由
田
ノ
_

.
ハ
米
麥
3

一一
 
限 

ラK

共
ノ
土
質1

逋K

ル

背

ヲ

培

破

す
•る
こ
そ
を
許
さ
：れ

た

と

は

1K.

へ
：、•
.そ
の
か-
&は

塵

資

本

■に
よ
つ
て
强
制
さ
れ
た
も
の 

で

あ
つ
た
。

殊
に

封

墟

的

割

摅

の

撤

廢

及

び

麗

機

關

の

發

達

に

よ

る

國

內

經

濟

の

分

業

化

、

」

外

國

留

易

，の
解
放
に
よ
る
，輸

入

の

置 V

乃
里
輸
出
め
：刺
軟
.、
地

租

改

,]
1
1
.
疋
よ
る
地
主
：の
資
木
家
化
ノ
產
業
革
命
に
よ
る
猶
村
經
濟
の
交
換
經
濟
化

|

0
は
農
村
に
於
け
る
自
給 

自
足
經
濟
;5
:
斯

壤

せ

し

め

，
ー

.̂
|
業
を
收
翁
し
.エ
場
エ
業
に
、
よ
つ
て
家
內
工
業
を
剝
奪
す
；る
こ
と
に
よ

.つ
て
、
農
業
に
於
け
る
商
品
生
產 

を
發
達
せ
し
め
た
。
し
か
も
、；
一
商
品
坐
產
の
發
展
は
資
本
中
：義
的
生
產
關
係
へ
發
展
す
べ
き

.進
歩
的
過
程
で
あ
る
が
、
土
地
の
制
限
と 

農
村
に
於
げ
.る
過
剩
勞
働
力
の
獷
大
；抑
坐
產
は
商
品
生
產
の

.最
高
形
態
だ
を
資
本
主
義
的
商
品
生
產
：へ
’の
發
展
を
不
可
能
な
ら
し
め
た 

の
で
あ
る
。
即

ち「

農
段
は
こ
の
場
合-
そ
の
坐
鹿
物
を
商
品
と
じ
て
生
產
す
る
：こ
と
を
得
し
め
る
諸
條
件
な
く
し
て
商
人
と
な
り
產 

業
容
と
な」

つ
た
の
で
あ
る
こ
と
を
姓
意
し
、な
け
れ
は
な
ら
な
い
0
®七〕

か
く
し
て
商
'品
生
産Q

結
艰
は
農
民
を
し
て
他
の
商
品
の_ 

賈
諸
と
しv

m
要
な
地
.位
に
立
た
し
め
る
と
共
に
、
市
場̂

■
に
よ
る
收
邂
0
下
に
罾
き
.、
商
業
資
本
は
自
El
l
取
引
に
よ
る
枏
場
の
變
，
 

動
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
資
本̂-
蓄
橫
し
得
た
の
で
あ
る
。

觅
に
機
械
動
力
の
逃
步
發
達
利
财
に
伴
ふ
家.枚
工
業
の
資
本
M

H
場
生
產
化
と
共
に
、
農
家
經
濟
は
單
純
化
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、 

殊
に
製
絲
業
•
製
茶
業
等
办
.粗
工
業
の
發
達
は、
.^•
桑
等
の
翁
衝
を
有
利
な
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
農
家
の
坐
產
を
そ
れ
等
に
集 

中
せ
し
め
次

o
か
く
し
て
商
業
資
本
の
收
奪
の
病
礎
は
益
々
强Pな
ら
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
關
係
は
產
業
革
命
の
進 

行
と
共
に
强
化
さ
れ
、
農
村
經
濟
は
交
換
經
濟
の
.
中
に
進
展
す
る
.'に
至
つ
た

。
'

(

註
一)

こ
：の
極
端
な
過
小
農
政
管
の
骐
赞
は

「

我
网
農
業

W:

し
て
は
特
殊
な
樣
相
を
持.つ
.北
海
道
の
而
積」

に
よ
つ
て
幾
分
被
蔽
さ
れ
て
ゐ 

,

,
、
る
:0
今
農
區
別
に
ー
戶
當
り
耕
地
而
積
を
見
る
に
、

(
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過
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即
ち
一
：，町
未
滿
の
耕
地
を
耕
す
も
の
は
全
農
家
の
七
割
に
及
び
、
而
办
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兼
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性
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霞
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後
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：馨S
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怒
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薏
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:
屮
小
如
作
農
■
.
に
小
作
人
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つ
た
ぐ
ぞ
.れ6

又
政
庇
0
地
主
保
縣
說
政
策
咬
ょ
つ
碁
；し
ぐf

れ

で

ゐ

令；
: 

”
一.

方

霡

經

澈Q

發
達
と
都
市
と
農
村
と
の
不
均
衡
的
發
展c

s

o故
に
S

れ

だ

地

租

容

の
禾
益
並
び
に
損
失
を
地
主
の
實
任
に
轉
嫁
す
る
と
共
に
、
地
主
の
商
人
化
を
も
た
ら

1 >
:
た

0

即
ち
地
租
め
金
納
化^ .
前

1:
の
資
本
主 

.義
I

酿

に

伴

彘

村

の
.自

瞥

足

經

漉

の

崩
f

相

霞

て

、
ハ
農
村
贮
於
け
を
商
品
經
氣
發
達
荔
儀
な
く
ぜ
し
め
る
と

f

、
。
 

商
業

S

、
：
高
利

f

本
の
祧
躍
を
促
進
す
る
囊
と
な
つ
た
。
し
か

f

國
農

I

於
S

土

地

攀

宗
 

生

廳

係

の

淺

存

を

見

、
從.つ

.
2

村
に
於
け
る
蔽
品
畫
は
生
産
力.の
發
展

f

e

つ
て
坐
じ

.た
も
の
，で
は
な
か
つ
た
。
未
だ
資
本_ 

疆
方
法
の
卞
に
屬
す
る
こ
と
な
く
：
依
然
と
し
て

^

滅
に
歸
し
た
社
會
馨
態」

：か
ら
傳
來
せ
る
畫
方
法
の
下
に
、
即

ち

龜
 

的
I

様
式

0

ま
> 

に
殘
さ
れ

S

業

に

於

て

：は

、
，
商

品

經

濟

は

>
;
市
場

1

目
的
と
し
で
囊
さ
れ
な
ぃ
農|

を
し
て
|

惯
格
め 

.支
配
の

T

S

せ
し
め

.る
。
：
從
つ
：て
彼
等
に
於
で
ば
獨
董
產f

於

貧

^

品
經
濟
の
侵
入
ば.
農
業
家c

勞
働
と
農
業
と
の
直
後
結
合
办
讓
と
共
に
：
農
業
に
，對
す
る

■

的
難

S

1
1
激
化

m

 

± -
つ
て
農
民
の
、
殊
に
小
農
办
窮
乏
化
を
促
進
し
た
0 -
で
叔
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.
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產
觀
の
市

f

襄

y

例
と
し
て
米
作
忙
於
け
る
商I

作
へ
の
變
化

I

げ
.る
o
,
武

銮

を
示
し
.て
ゐ
る
.が
、：.
：
;

'

'
'
’

•
:
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:
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米

收

獲

額

.農
家
總
戶
數,

各
戶
平
均
I

獲

額
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• 

•
.

大
JH
十

ブ

年

ン

五

七

一

七

〇
-

.
:

;
.

五
.四
四
0

'

.

-

.

.

ー
〇-六
.

こ
の
こ
と
は

; #
述
し
た
所
に
ょ

.つ
て
明
ら

“か
な
る
如
く
必
ず
し
も
消
費
高
の
增
加
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
明
治
三
十
八
电
に
於
げ
る 

總
人
ロ
は
四
三‘；

I
I、

九
九
〇
千
人
で
あ
り
、
そ
の
中
農
村
人
ロ

は

七

六

奮

占

め

、
1

S

ズ
が
都
市
人
口
であ
つ

た

。

そ
し
て
米
の
收
瘦

高
は
全

«

物
の
ニ

.1

•
三

^

(

約
四
千
七
首
萬̂

)

を
示
し
；て.ゐ
た

0

大
班
十
一
一
年
に
至
つ
：，

•て
は
都
市
人
口
は
旣
に
全
人
ロ
の
五0

涔 

弱
に
達
し
て
ゐ
る
。
大
犯
七
年
以
來
都
市
人
ロ
の
，米
消
觀
高
は

I

人
當
り
一
石
八
斗.、
即
ち
約
三
千
三
百
六
十
萬
お
で
*
こ
の
數
字
か 

ら
す
れ
ば
大
正
十
ニ
苹.の

'米
收
獲
高
ほ
約

.五
千
七
百
萬
汩
で
あ.つ
於
か
ら
、
都
市
人
口
は
總
收
籀
高
の
五
八

•
四
^
を
購
貿
し
て
ゐ
る 

こ
と
に

.な
る
：0
即
ち
ニ

.十
五
年
間

•に
市
場
に
持
ち
出
さ
れ
た
米
は
ニ
倍
に
咐
加
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る

^
註

6

そ
し
て
共
の
他
に
於
て
も 

如
何
に
商
業
的
作
物
に
耕
作
が
集
中
さ

れ
た
か
は
作
付
，段
別
の
■變
化を
.
見
れ
ば

明
ら
か
で
あ

る
？

商
品
經
濟
の
發
達
は
叉
土
地
を
も
商
品
化
せ
し
め
、
土

'地
.の
抵
當
化
、
：，賫
賈
等
を
通
じ
て
、
高
利
貨
資
本
乃
至
商
業
資
本
へ
の
土
地 

の
集
中

I

進
す
る
'0
そ
し
，て
こ
の
過
程
は
又
土
地
を.取
奪
さ
れ
た
中
小
自
作
農
の
.純
小
作
人
乃
至
農
業
賃
勞
働
渚
へ
沒
落
の
過
程
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め
る
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我
國
農_業
に
.於
け
.る
封
雄
的
性
質
：に
つ
い
て

交

S

5

0

定
さ
る
べ
ぎ
明
洽#
政
府
の
：物
霞
的
迤
礎
が
半
封
建
的
坐
產
關
係
に
.：置
か
れ
て
ゐ
る
必
然
的
結
梁
で
ぁ
つ
た
？
.從
つ
て
一
般
に
罾
ホ
去 

義
の
發
展
特
に
都
市
に
於
け
：る
資
本
制
工
業
の
發
展
と
農
業
に
於
け

る
半
封
建
的
生
產
關
係
の
淺
苻
と
の
矛
盾
、
こ
れ
が
我
國
に
於
け 

る
楷
級
分
化p
特
殊
性
を
條
件
付
け
る
も
の
で
ぁ
るo
.特
殊
化
さ
れ
た
原
始
的
蓄
積
の
强
行
、
殊
に
地
租
に
ょ
る
農
提
の
收
奪
は
一
方 

に
於
て
土
地
廉
你
を
增
大
す
る
と
同
時
^
中
小
農
呙
を
沒
落
せ
し
办
ブ
又
中
小
農
民
及
び
小
作
人
の
一
部
を
土
地
か
ら
切
り
離
し
て
近 

代
的
ブ
ロ
レ
タ
:-
9
了
丨
ト
を
形
成
す
る
：
>
1要
素
た
ら
.し
め
た
0

M
に
土
：地
細
^
の
制
限
の
解
除
、
土
地
抵
當
及
び
小
作
地
の
自
凼
は
自 

作
農
の
自
作
：兼
小
作
乃
至
小
作
農.へ
の
^
落
に
對
す
る
有
力
な
樹
押
と
な
る
に
至
つ
た
の
で
ぁ
る
。
吾
々
は
此
の
過
程
の
現
象
を
小
作 

地
の
累
進
的
僧
加
、
自
恨
發
小
作
農
及
び
小
作
農
の
增
加
、
大
土
地
所
有

0
集
中
を
示
す
次
の'諸
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に
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と
が
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艰
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か
0
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の
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ら
ず
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明
治
十
四
年
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後
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通
貨
收
翁
政
赞
に
よ
て
•

! ,

收
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气
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1

0

0 

S

五
八
：

>
脱
得
ほ
實
質
的
：に
增
大
じ
だ
。
|

0
殊
に
小
作
料
微
收
の
：物
納
と
、
紙
税
納
が
の
金
納
と
ほ
商
業
的
利
潤
办
獲
得
.に
罾

ず

る

こ

.

と
が
大 

'で
あ
'つ
た
。
が
ぐ
し
て
地
主
は
向
ら.を
農
村
に
於
け
る
擰
取
階
鞔
と
し
て*
成
す
る
と
共
に
、
へ
豪.農
地4

H

の
上
勝
は
小
作
料
に
寄
坐
す 

る
不
耕
地
主
に
ま
で.發
展
せ
し
め
た
(0
.で
が
る
0
.ハ
•
:
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こ
の
過
程
に
於
て
、
生
ど
し
：て
地
租
の
形
態
，に
於
て
蓄
镄
さ
れ
た
資
本
は
、
國
家
財
政
に
、

.又
公
偾
利
子
を
通
じ
'て
公
債
を
所
荷
す 

る
商
業
資
本
及
び
高
利
貸
资
本
巧
文.官
營
工
場
並
び
に
民
營
エ
場.に
對
す
：る
保
酸
政
策
と
し
：て
、

.商
業
資
本
の
産
業
資
本$

§
 

な
發
展
を
助
.長
し
た
。
.こ
れ
と
共〔

に
小
作
人
0
峑
餘
剩
生
齑
物
を
收
奪
免
る
地
主.に
.よ
つ
そ
蓄
積
さ
れ
た
資
本
宏
商
業
资
本
家
乃
至
高 

利
貸
資
本
家
.と
し
て
商
業
又
は
工
業
に
投
資
さ
れV(

銀
行
預
金
と
な
り
、
：
偾
券
、
株
幾
に
轉
形
し
た
。
即
ち
農
業
に
投
資
さ
れ
る
場
合 

に

は
單
に
土
地
勝
貨
者
と
して
、
即
ち
.地
代
搾
取
を
r=
i
的
と
し
て
投
資
さ
れ
る
に
止
ま
り
、
農
業
資
本
家
と
し
て
は
投
資
さ
れ
な
か
つ 

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
土
地
改
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の
：不
徹
底
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結
艰
農
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に
於
け
洛
弗
封
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榨
取
關
係
の
支
酣
は
、
高
率
な
る
半
封
通
的
小
作
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發
浊
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こ.め
'高
瘅
小
作
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桎
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；農
粱
經
.營
に
於
け
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澗
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發
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產
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な
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潤
が
確
保 

さ
れ
た
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澍
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搾
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搾
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さ
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满
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れ
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等
農
村
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猶
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勞
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し
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度
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形
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ら
れ
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如
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農
村
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人
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し
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し
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を
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つ
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に
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度
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に
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ゐ
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狹
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；
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な
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■

—

昭
和
四

1
‘.四

9
1:一一:  

0
M
.

5

四

■
:

七「

、七
五
H

1
1

1
3S
1
三

一
ニ
九
、

n

五
七 

1

五
一
、八
七
五. 

三
〇
〇
*
o
四 

三
四
四
、〇
六
一 

四
五
六
、七
◦
八 

八
一
七
、四
七1  

八
九
八
、五
ニ
三

C'

四
.六
ニ)

' 

(「

日
本
經
濟
年
報/
第
ニ
輯
八一
丁
八
三
頁)

.
丽
し
て
紙
粧
の
賴
減
ミ
共
に
消
费
稅"
亂
税
等
の
間i

稅
の
堺
紙
ぽ
こ
れ
事
が
農
民
の
紀
海
に
作
用
す
る
に
至
つ
た
こ
ミ
を
示
し
て
ゐ
る
。 

(

註
四)

か

、
る
土
地
關
係
の
1>
に
於
て.ば
經
濟
的
强
制

W

身
分
上
の
隸M

S

は

消

滅

し

な

か

つ

%：
唯

か

Vる
半
卦_
的
^

關̂
係
、は
地
主 

の
搾
取
權
が
高
利
貸
的
.忡
質
を
苻
す
る
敷
で
純
然
た
る
封
建
的

#g

關
係
區
別
さ
れ
.る0(

羽
、仁
五
郎
み
哀
公
夫
、

「

明
治
維
新
に

(

註
五
：>.:平
野
翁
太
激
前
揭:«
1五
1[
ょ
：り.引
.用

V 

. 

‘ 
：

(

註
六

>

「

地
租
改
茁
ノ
際'

*
1別
彳
小
作
料II.

•觸
レ
ズ
、
著
シ
ク
反
別
/
增
滅
ァ•»
!
>

ル
.モ
ノ
以
外

一
一
ハ
依
然
ト
ど
ァ
舊
來
ノ
小
作
料
ヲ
纓 

.

,
續

.シ
タ

o
K
pf A
行
小
作
料
ス
，沿
軍
及
ビ
小
作
料
額
谈
定ノ標
準
レ

.大
I H
十
筇
農
務
同「

小
作
慣
行
調
莶M

四

五
頁
；>
.
又

小

作
料
額
の 

改
訂
が
行
は.れ
た
地
方
に
於
、て.も
、

_

に
.述
べ

.た
地
租
徵
收
確
保
の
目
的
を
以
て

「

：舊
慣
小
作
料(

年
貢〕

類
5
參
考
シ
，テ一
村
二

I
1

I
1

I
I

ヤ

ヶ

ル

常

料

ノ

微

數

ニ

於

テ

V

橄
減
ナ

キ

險

度
ラ

直
セ
ラ
レ
ダ
ル
有#
ナ
ル
ヲ
以
テ2

_

ノ
小
作
料
ニ
ハ
樹
減
ヲ
坐

ジ

タ 

.

ル

モ

，

他

方

一

般

ヲ

通

ジ

テ

之

ヲ

ミ

レ

バ
大
體
ハ
舊
慣
小
作
ノ
額
ト
大
差
ナ
シ
ト
謂
フ
ベ
シ

J
(

同
四
五
甚 

.

.

.

. 

(

■

V

小
作
S

壻
加
の
：繁

明

治

十

七
I

轉
期
ミ
し
て
農
民
運
動
は
百
姓
一
揆
よ
り
小
作
S

へ
S

ん
だ
。

.

(

註
6
 

.'マ
ル
タ
ス1
資
本
論
-.高
蠢
第
三
：卷
下

U

一
四
養：

：

. 

. 

(

註
^ '
レ
丄
ー
ン「

業
主
義
最
近
の
段
階
ミ
し
て
の
^
國
主
義
し
挪
田
宗
司
德
四
頁

.

.

五
.
：

.

.

我
阈
農
業
に
於
て
は
前
述
の
如
く
原
始
的
蓄
積
の
特
殊
性
|

¥

封
建
的
搾
取
關 

興
1
し
、

一
般
資
本
、_

の
_蕃
し
い
_進
肢
を
見
る
に
至
つ
て
も
、：®
村
に
於
け
る
階
級
分̂化
^
^

即
ち
.ぶ

農

.と
自
作
#
小
作
農
が
：全
農
家
戶
擻
の
約
七
割
を
占
め
、
小
作
地
が
全
耕
地
.の
四
_
六
分
に
.達
す
る
我
國
に
於
て
は
地
壬
と 

小
作
f

s

立
は
.最

も

輩

的

な

對

立

形

態

と

な

っ

て

ゐ

.今

掛
作
兼
小
作
農
家
卢.數
：の
檢
加
の
傾
向
は
か
、
る
踏
級
分
化
の
：方
向
を
示
す
も
の
で
ぁ
る
。

8
.ー
ソ
こ
.の
結
见
凊
率
な
杂
建
&
パ
作
ネ
の 

.制
限
：に
よ
っ
て
資
本
制
利
满

Q

成

立

が

不

可

能

管

：し
め

ら

れ

、

.從
っ
て̂

さ
れ
ず
，に
工
業
资
本
.に
.轉
.化
せ
し
，め
ら
れ
る
と
：い
ふ
關
係
に
於
て
、
資
本

主

.
_的
階
級
分
化
は
降
ま
れ
て
ゐ
た
。
即
ち
土
地̂
%-
と
墾 

藤
し
：て
ラ
は'れ
.た
：土
地
B
屮
：に
も
拘
.は
ら
ず
、
，そ
れ
は
經
營
の
.集
中
を
伴
は
ず
、
.
太
農
場
經
營
に
よ
る
貲
紙
勞
働
者
の
搾
取
.形

I
よ
り 

も
E

ろ
小
作
料
2

と
公
华
靈
的
搾
取
關
係
を
擴
大2

產
し
た
の
で
I

。(

そ
U
て
か
、
る
半
封
建
的
過
小
農
響
のS

 

產
の
_

 q

上
に
«
絲
業
、
：.綿
絲
紡
_

等
.の
發
展
が
可
能
に
さ
れ
た
。
過
小
農.制
殊
に
過
小
農
的
小
作
舞
に
於.

V

は
質
鈕
 ̂

裘

：き

_

部
分
：を
占
め
て
居
I
，

從
I

賃

銀
努
働f

つ的小作
料と

f

農
奴
的
^

我
^
農
業
：に.
.於
け
る
敞
跟
的
性̂

5

い
て 

• 

. 

1
0
.五：

c

fノ
ーS



[敬怒 1

. 

ー
0
'六

.C

四
六 

S

め
ら
办
る
が
故
で
；あ
る
。
又
：こ
の
過
小
農
制
は
養
蠶
業
の
'獨
自
の
發
展
に
對
す
る

.地
盤
を
提
排
:!
:

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
結
艰
は
製
絲 

業
者
乃
至
は
付
負
人
等
を
延
じ
て
農
例>
產
業
資
本
、
商
業
資
本
の
下.に
！
！*
せ
し
；

q:

る
一
つ
の
契
^
を
作
つ
た

。)

.

，
こ
の
階
級
分
化
め
過
程
は.我
國
農
業
の
發
展
を
通
じ
て.の
一
.つ
：の
傾
向
，で
あ
る
。

我

國

资

本

主

義

は

依

然

と

し

て

農

村

.に
對
し
て
半 

封
建
的
摊
取
を
續
け
て
：
ゐ

る

.V

方

に

於

て

、”，封
建.的
恶
礎
に
，立

つ

て

ゐ

る

農

業

生

產

に

邀

く

消

#
力
の
低
位
と
、
，
國
内
市
場
の
狹
隘
化 

は
、
-1
|
|
:
界
資
本
主
義
の
發
展
、
带
國
主
義
的
段
階
へ
の
歷
.史
的
發
展
.の
.爲
め
に
、
.我
國
資
本
主
義
.の
市
場
獲
得
を
し
て
列
强
带
國
主
義
と 

の
规
き
對
立
に
立
た
し
め̂
。
そ
:1
.
て
我
國
资
本
主
義
の
發
達
は
そ
れ
に
伴
ふ
資
本
主
：義
的
搾
取
の
强
化
を
以
て
農
村
.に
臨
ん
だ
の
で 

あ
る
。
そ
の
結
艰
は
農
業
に
於
て
社
益
.々平
封
建
的
绝
產
關
係
が
殘#
せ
し
め
れ
る
.と
共
に
、
都
市
"
商
工
業
.に
於
け
る
急
速
な
且
つ 

高
度
の
资
木
主
義
の
發
股.が
窗
ら
さ
れ
た
0
農
村
の
慢
性
的
窮
乏
は
こ.の
.矛
盾
.の
中
に
龜
礎
付
け
る
こ
と
が
：出
來
る
で.あ
.ら
ぅ
0 

か

、
る
封
述
的
生
產
關
係

=

過
小
農
經
營
の
下
に
於
て
は
生
產
カ
の
自rh
な
る
發
展
は
あ
り
得
な
い
。
如
ち
一
方
に
於
て
土
他
所
¥
 

の
狠
丨
，：.ヵ
ハ
ぞ
は
れ
て
ゐ
.る
反
|
3に
於
て
、
侬
然
た
る
過
小
農
の.擴
大
#
生
產
、
跑
び
に
-^
地
.を
喪
失
せ
'る
農
^

に

對

す'^
郡

市

の

て

業
 

資
本
の
吸
收
カ
の
缺
除
の
弒
艰
、'農
村
過
^
得
働
カ
が
土
地
飢§1
を
尖
鋭
化
し
て
小
作
料
を
釣
上
，げ
る
が
故
で
あ
る
。
而
か
も

高

率

の

 

小
作
料
は
小
作
人
か
ら
金
餘
剩
勞
働
を
、
時
と
し
て
は
賃
銀
部
分
ま
で
も
收
奪
す
る
こ
と
に
.ょ
つ
て
過
小
農
的
七
乍
人
を
し
て
益
々
窮 

芝
な
ら
し
め
る
。

「

過
小
農
經
營
が
小
作
她
に
於
て
な
さ
れ
る
所
に
あ
つ
て
も
、
小
作
料
は
他
の
如
何
な
る
琪
情
に
於
け
る
ょ
り
も
ぬ
か 

に
翁
し
く
^
測
の
一
部
を
含
み
、
遊
し
き
は
努
賃
か
ら
の
按
除
部
分
を
も
含
む
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
小
作
料
は
名
间
^
ヮ
地
で 

た
る
に
過
ぎ
ず
>
勞
賃
及
び
利
潤
に
對
立
し
た.ー
の
特
殊
範
馨
と
し
て
の
地
代
で
は
な
い0し(

鞋
0
今
我
國
に
於
け
る
實
收
小
作
料
を
示 

せ
ば
次
の
如
く
で
あ
るo 
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五

五
 

ニ 
•

◦

六

〇
 

I

•
七
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反
當
收
毽
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對
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る
小
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料
の
割
合
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五
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四
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五
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六
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五
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五

五
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六
〇 

五
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日
本
農
業
牢
m

-—
«.— •

A

ノヽ

即
ち
收
藤
高
の
：五
割
以.上
が
小
作
料
と
：し
•て
收
辉
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

(

鞋
ー
ー

〕 

. 

.

現
.在
f

多
く
行
.は
れ
る
小
作
は
豫
め
小
作
額
を
決
定
す
る
賃
貸
借
契
約
i

く
甚
小
作
で
I
P 
^

.田

は

殆
ん
：ど
米
納
で
.畑
園
は
金
納
及
び
代
金
納
が
比
較
的
多
く
行.は
れ
て
ゐ
る
が
、
田
畑
園I

じ
1

納
が
最
も
多
い
o
.
こ

の

蓮

'勺
な
勿

^

の
形
態
に
於
て
は
收
獲:(

0
增

.加
は
*
產
物
很
格-(

D

如
何
に
拘
は
ら
ず
ィ
作
辭
め
騰̂
を
意
味
す
る
も
ヴ
で
，ぁ

り

ヌJ
.炉
“

v
D
'fc
S

K
-S
:)

:

_

闕
農
業
に
於
け
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雄
的
性
質
に
0
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て 

：
i
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c
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我
.國
農
業
.に
於
け
：る
封.雄
的
性
質
：

§
:.

い
.て 

丄

0
、 

(

5
ハ
六〕

.

.

.

.

數
跫
に
何
等
の
變
化
が
な
く
て.も
物
憤
の
騰
貴
に.よ
.つ
て
.地
主
の
：取
得
額
の
增
大
を
意
味
ず
る
？
し
か
も
，こ
，の
高
率
小
作
料
は
封
建

^
>

遺
制
と
し」

.て
の
歷
史
的
歇
情
に
戡
く
と
共
に
、
他
方
高
：ま
れ
.る
絕
對
地
代
差
額
地
代
に
加
ふ
る■に
小
作
人
'の
刹
潤
並
び
に
勞
賃
の

j

部
. 

の
奪
取
を
含
む
も
の
で
あ.つ
、て
：、
醫
>
こ
、
：に
我
國
小
作
料
の
髙
率
で
あ
る
理
由
が
存
す
る
0 

ノ 

•

ベ
こ
.の
高
率
な
小
作
料
は
又
高
利.的
地
代
を
現
出
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
土
地
の
購
買
者
が
そ
の
：爲
め
に
投
じ
た
資
本
の
故
に

^

業

資

本

を

涧

渴

せ
し
め
る
。

藍
し
土
地
價
挤
は
地
主
其
の
他
の
土
地
所
有
考
が
土
地
私
有
制
の
下
で
收
得
す
る
地
代
若
し
く
は
土
地
資 

本
利
子
の
擬
制
資
本
化
であ

る
。
そ

し

^

「

農

業

が

資

本
_
的
に
經
營
さ
れ
て
、..土
地
所
有
^
は

車

に

年V

地

代

を

受

け

る

だ

け

の

人.

と
な
り
、
而
し
て
小
作.農
業
客
は
土
地
に.つ
い
て
.こ
の
牢
地
：代
の
ほ
か
.何
物
も
支
拂
は
な
く
な
つ
た
と
す
れ
ば
、
土
地
所
有

客
自
身
が 

土
地
の
購
貢
に
投
じ
た
資
本
は
、
彼
れ
か
ら
見
れ
ば
利
子
附
投
資
に
違
ひ
な
い
と
は
云

r

農
業
そ
れ
自
身
の
上
に
投
じ
ら
れ
た
資
本 

と
は
何
等
關
係
す
る
と
こ
ろ.が
な
い
こ
と
は
一.目
瞭
然
で
あ
る
。
.そ
れ
は農
業

上
に
機
能
す
る

固
宛
資
本
の
一
部
で
も
な
け
れ
ば
、

流
.

動
資
本
の1

部
で
も
な
、

そ
れ
は
寧
ろ
、
年
地
代
を
受
く
べ
き
權
利
を
土
地
購
買
者
に
確
保
せ
し
め
る
丈
で
あ
つ
て
、
と
の
地
代
の

'

.
坐
產
と
は
絕
對
ヒ
關
係
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
し
|
.
.
$
即
ち
土
，地
購
貢
の
爲
め
の
投
資
は
過
小
農
民
が
農
業
經
營
上
に
投
ず
る
資
本
の
上 

に
は
何
等
影
響
を
及
ぼ
す
も.の
.で
は
な
い
。
然
る
に
、
か
、
る
高
利
的
土
地
價
楮
並
び
に
高
率
小
作
料
の
#
在
は
之
に
農
業
資
本
を
投 

下
せ
し
め
る
機
#
を
失
は
し
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
過
小
農
經
營
に
益
々
重
壓
を
加
へ
る

c

即
ち
農
業
の
資
本_
成
に
於
て
は
、
そ
の
腿 

倒
的
部
分
を
占
む
る
も
の
は
土
へ
地
價
格
べ
の
投
資
で
あ
り
、
從
つ
て
農
耕
資
本
の
占
む
る
割
合
は
極
め
て
少
な
く
、
自
作
農
に
於
て
は 

ニ
五
*
七
^
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